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雲
崎 

 

池
田 

隆  

梅
雨
入
り
し
、
昨
日
の
越
後
路
ド
ラ
イ
ブ
は
雨
に
祟
ら
れ
た
。
今
朝
は
止
ん
で
い
る
。
岩
室
温
泉

か
ら
弥
彦
山
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
淡
い
期
待
感
を
抱
い
て
上
っ
て
行
く
。
だ
が
矢
張
り
途
中
か
ら
霧
が

立
ち
込
め
、
山
頂
付
近
は
雲
の
中
。
す
ぐ
横
の
展
望
タ
ワ
ー
も
上
が
霞
ん
で
い
る
。 

同
乗
の
仲
間
二
人
も
諦
め
の
声
。
下
り
始
め
る
と
雲
の
切
れ
間
か
ら
佐
渡
ヶ
島
が
薄
ら
と
現
れ
た
。

思
わ
ず
一
斉
に
歓
声
を
上
げ
、
車
を
停
め
る
。
弥
彦
神
社
で
の
願
い
が
叶
っ
た
の
か
。
シ
ー
サ
イ
ド

ラ
イ
ン
ま
で
下
る
と
青
空
に
紺
碧
の
海
、
佐
渡
ヶ
島
が
間
近
に
迫
る
。 

寺
泊
で
待
望
の
カ
ニ
丼
を
食
べ
、
日
本
海
を
堪
能
し
な
が
ら
一
路
、
出
雲
崎
へ
。
ま
ず
は
今
晩
の

宿
、
老
舗
割
烹
旅
館
「
み
よ
や
」
に
入
る
。
ま
だ
二
時
過
ぎ
、
観
光
見
物
の
時
間
は
た
っ
ぷ
り
有
る
。

親
切
な
女
将
さ
ん
か
ら
新
設
の
良
寛
逸
話
館
な
ど
、
街
の
見
ど
こ
ろ
や
経
緯
歴
史
を
伺
い
、
夕
飯
六

時
の
約
束
を
し
て
外
に
出
る
。 

出
雲
崎
は
大
国
主
命
所
縁
の
地
で
そ
の
名
が
つ
い
た
と
い
う
。
海
岸
段
丘
と
浜
辺
に
挟
ま
れ
た
狭

い
平
地
に
旧
北
国
街
道
が
走
り
、
そ
の
両
側
に
民
家
が
一
里
ほ
ど
続
く
。 

殆
ど
の
民
家
が
細
い
切
妻
屋
根
の
黒
瓦
、
総
二
階
の
木
造
建
築
で
互
い
に
隙
間
な
く
隣
り
合
っ
て

い
る
。
出
入
り
口
の
あ
る
街
道
側
の
妻
面
は
幅
三
間
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
妻
入
り
」
と

呼
び
、
街
の
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
江
戸
期
に
は
佐
渡
金
山
や
北
前
船
の
中
継
地
と
し
て
栄

え
、
人
口
は
三
万
人
に
達
し
た
。
そ
の
人
た
ち
を
効
率
良
く
収
容
す
る
形
と
し
て
生
ま
れ
た
と
の
こ

と
。 芭

蕉
の
名
句
「
荒
海
や
佐
渡
に
よ
こ
た
ふ
天
の
川
」
や
良
寛
に
所
縁
の
箇
所
な
ど
、
見
る
所
多
く

六
時
に
慌
て
て
宿
屋
に
帰
る
。
直
ぐ
に
海
を
見
晴
ら
す
豪
壮
な
客
間
へ
通
さ
れ
食
事
と
な
る
。
今
夜

の
客
は
我
々
三
人
の
み
ら
し
い
。 

真
鯛
、
ノ
ド
グ
ロ
、
甘
え
び
の
刺
身
、
ホ
シ
ガ
レ
イ
の
ま
る
ご
と
揚
げ
、
メ
バ
ル
の
塩
焼
き
、
ク

ロ
ダ
イ
の
子
と
和
え
た
白
滝
、
鯵
と
イ
ク
ラ
の
梅
肉
添
え
、
し
じ
み
の
味
噌
汁
、
郷
土
料
理
の
根
菜

煮
物
「
の
っ
ぺ
」
な
ど
な
ど
、
次
々
と
テ
ー
ブ
ル
に
並
ぶ
。 

日
本
海
に
沈
む
赤
い
太
陽
を
眺
め
、
地
元
の
銘
酒
「
清
泉
」
を
傾
け
な
が
ら
、
「
忘
れ
ら
れ
な
い

一
日
だ
っ
た
な
あ
！
」
と
気
心
の
合
う
三
人
は
語
り
合
っ
て
い
た
。 


